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社会的課題の解決を⽬指す「SDGs」

 2030年に向けた世界的な取り組みによる市場機会の創出は、年間最⼤約12兆⽶ドル（約1,674兆円）
が期待されています。

※ 上記は過去の実績および将来の予想であり、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。

（注1）市場機会および雇⽤創出は、BETTER BUSINESS BETTER WORLD,January 2017によるデータ。市場機会は2023年4⽉末
時点の為替レート、1⽶ドル＝136.1円で円換算。

（注2）⾃動⾞市場規模は2012年の世界の⾃動⾞販売額、名⽬GDPは2022年。
（出所）Business & Sustainable Development Commission、国連、経済産業省、内閣府等のデータを基に委託会社作成

世界の成⼈17億⼈が銀⾏⼝座を持てない

SDGs達成によってもたらされる市場機会

治療法が確⽴されない難病が存在地球温暖化によって異常気象が増加

世界の8億⼈が⼗分な⾷事をとれない

年間最⼤12兆⽶ドルの
市場機会

2030年までに3.8億⼈の
雇⽤を創出

都市
3.8

健康および福祉
2.5

エネルギー・
原材料

3.6

⾷糧と農業
1.7

その他
0.7

約12兆
⽶ドル

【ご参考】

世界の⾃動⾞市場規模

約200兆円
⽇本の名⽬GDP

約556兆円

本資料は、「世界インパクト投資ファンド/世界インパクト投資ファンド（資産成⻑型）」（以下、当ファンド）のマザーファンドの運⽤
を実質的に担当するウエリントン・マネージメント・カンパニー・エルエルピー（以下、ウエリントン）からの情報を基に作成しています。

（イメージ図）
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【インパクト企業の成⻑性】
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インパクト企業の成⻑性

投資候補銘柄の選定基準

 当ファンドが投資対象とする銘柄群の成⻑性は世界株式をやや上回る⽔準です。

（注）データは2022年12⽉末時点。世界株式はMSCI AC ワールドインデックス、グローバル・インパクト企業群は、ウエリントンの個別企業
調査に基づく独⾃の投資対象銘柄群。
それぞれ⽶ドルベース。MSCI AC ワールドインデックスはマザーファンドおよび当ファンドの参考指数であり、ベンチマークではありません。

（出所）ウエリントン、FactSetのデータを基に委託会社作成
※上記は過去の実績および将来の予想であり、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。

 ウエリントン独⾃の選定基準で、インパクト企業を厳選。社会的課題の解決に取り組む企業へ投資します。
 当ファンドが投資対象とする銘柄群の成⻑性は世界株式よりも⾼い⽔準となっています。

【投資候補銘柄の3つの選定基準】

重要性 企業の収益や売上⾼などの50％以上を占める中核事業が投資テーマ
の社会的課題の解決につながること

追加的効果

定量化

その企業の社会的課題の解決につながる事業あるいは技術などが他に
まねできない独⾃の存在であること

社会や地球環境へのプラスの影響（インパクト）を定量的に評価する
ことが可能であること

過去3年間の売上成⻑率 今後5年間の予想EPS成⻑率
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インパクト企業のご紹介①

カチタス／⽇本
中古住宅再⽣で
新たな価値を提供
 中古住宅管理、マーケティング、仲介、その他の関

連サービスを提供しています。
 カチタス独⾃のノウハウにより空き家を仕⼊れ、リ

フォームによって付加価値をつけることで、新築の
半額程度の価格で販売しています。

投資テーマ︓ 住居の確保⾐⾷住の確保

※ 上記は過去の実績および将来の予想であり、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。
※ 上記は投資対象銘柄の例であり、当ファンドにおいて当該銘柄を保有しているとは限りません。また、当該銘柄を推奨するものではありません。
※ 投資テーマの名称はウエリントンが独⾃に設定したものです。今後、変更される場合があります

（出所）ウエリントン、Bloombergのデータを基に委託会社作成

（注1）株価は2017年12⽉12⽇（上場⽇）〜2023年4⽉末、⽇次。
（注2）EPSは2018年3⽉期〜2026年3⽉期。2024年3⽉期以降のEPSはBloomberg予想。

• ⽇本の空き家は849万⼾
（2018年現在）となるなど、
少⼦⾼齢化や過疎化により、
空き家問題が深刻化してい
ます。
• ⼀⽅、新築マンションの販売

価格は上昇傾向にあります。

•空き家を含む地⽅の築古・
⼀⼾建て物件をリフォームし
て再⽣。

社会へのインパクト社会的課題 取り組み

（イメージ図）

• 地⽅の空き家問題の解決、また、施
⼯を地域の協⼒会社に依頼すること
で雇⽤の創出にも貢献。

株価と１株当たり利益（EPS）の推移
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インパクト企業のご紹介②

グローブライフ／⽶国
低所得層向けの⽣命保険等で
経済的な負担を緩和
 ⽶国の保険会社。低所得層向けの⽣命保険や

医療保険など様々なサービスは、⼈々の経済的
な負担を緩和しています。

 他社がほとんど参⼊していないため、サービスが⼗
分に⾏き届いていない市場で、保険事業を展開し
ています。

（イメージ図）

投資テーマ︓ ⾦融サービス⽣活の質向上

（注1）株価は2017年12⽉末〜2023年4⽉末、⽇次。
（注2）EPSは2018年12⽉期〜2025年12⽉期。2023年12⽉期以降のEPSはBloomberg予想。

• 世界の労働⼈⼝に占める
⼩規模事業者は約半数
に上ります。
• ⾦融サービスの多様化で
資⾦にアクセスできる環境
の整備は、経済の原動⼒
である中⼩企業や個⼈に
とって重要です。

• 低中所得層を主な対象
とし、保険料を抑えた基
本的な⽣命保険商品を
提供。
• これまで保険を購⼊する
ことができなかった⼈々の
⽣活の質の向上に寄与。

社会へのインパクト社会的課題 取り組み

• 保険契約数合計
約1,430万件*

＊2021年に⼊⼿した過去複数年の累計値。

株価と１株当たり利益（EPS）の推移

※ 上記は過去の実績および将来の予想であり、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。
※ 上記は投資対象銘柄の例であり、当ファンドにおいて当該銘柄を保有しているとは限りません。また、当該銘柄を推奨するものではありません。
※ 投資テーマの名称はウエリントンが独⾃に設定したものです。今後、変更される場合があります

（出所）ウエリントン、Bloombergのデータを基に委託会社作成
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インパクト企業のご紹介③

ハッベル／⽶国
脱炭素を縁の下から⽀える
19世紀創業の⽼舗メーカー
 送電線や鉄塔をはじめとした送電・配電設備に使⽤

される様々な部品や機器を電⼒会社に提供してい
ます。

 商品の取扱いの幅の広さを強みに、公益企業向け
の市場で⾼いシェアを誇ります。

投資テーマ︓ 資源の効率化環境問題

（イメージ図）

（注1）株価は2017年12⽉末〜2023年4⽉末、⽇次。
（注2）EPSは2018年12⽉期〜2025年12⽉期。2023年12⽉期以降のEPSはBloomberg予想。

• ⽶国の送配電インフラは⽼
朽化が進んでおり、安全性
への懸念があるとともに送
電時のエネルギー効率の低
さが問題となっています。

• 電⼒会社向けに安全性と
効率性に優れた送配電設
備向けの部品、機器を
提供。

社会へのインパクト社会的課題 取り組み

• 電⼒の脱炭素化を⽀え、安全で信頼
性の⾼い送配電網の構築に貢献。

株価と１株当たり利益（EPS）の推移

※ 上記は過去の実績および将来の予想であり、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。
※ 上記は投資対象銘柄の例であり、当ファンドにおいて当該銘柄を保有しているとは限りません。また、当該銘柄を推奨するものではありません。
※ 投資テーマの名称はウエリントンが独⾃に設定したものです。今後、変更される場合があります

（出所）ウエリントン、Bloombergのデータを基に委託会社作成
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インパクト企業のご紹介④

ダーリン・イングレディエンツ／⽶国
使⽤済油を再⽣利⽤することで、
環境保全と脱炭素に貢献
 テキサス州に本社を置き、家畜処理時にできる副

産物やレストランの調理油を再⽣利⽤し提供して
います。

 レストランを対象に、油のろ過・回収サービスを提供
するほか、これらを加⼯処理して、獣油、⾁⾻粉、
飼料⽤油脂などの製品として⽶国および海外で販
売しています。 （イメージ図）

（注1）株価は2017年12⽉末〜2023年4⽉末、⽇次。
（注2）EPSは2018年12⽉期〜2025年12⽉期。2023年12⽉期以降のEPSはBloomberg予想。

• 世界の⼀般廃棄物の排出
量は2050年までに70％増
加し、約35億トンに達する
と予測されています。
• 世界の温暖化ガス排出量
のうち、運輸部⾨は約2割
を占めています。

• 使⽤済み⾷⽤油を原料に
したバイオ燃料や⾷⾁加
⼯で発⽣する不可⾷部分
を活⽤した飼料・肥料など
の再⽣を⼿掛け、環境保
全に貢献。

社会へのインパクト社会的課題 取り組み

投資テーマ︓ 環境保全環境問題

• 年間約11億リットルの再⽣バイオディー
ゼル燃料を⽣産。
• 再⽣バイオディーゼル燃料は化⽯燃料
に⽐べ最⼤85％の温暖化ガスを削
減。

株価と１株当たり利益（EPS）の推移

※ 上記は過去の実績および将来の予想であり、当ファンドの将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものではありません。
※ 上記は投資対象銘柄の例であり、当ファンドにおいて当該銘柄を保有しているとは限りません。また、当該銘柄を推奨するものではありません。
※ 投資テーマの名称はウエリントンが独⾃に設定したものです。今後、変更される場合があります

（出所）ウエリントン、Bloombergのデータを基に委託会社作成
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SFDR（サステナブルファイナンス開⽰規則）について

 ファンド等のサステナビリティ特性をより⽐較しやすくし、最終投資家の理解を深めることを⽬的としたEUのサステナブ
ルファイナンス開⽰規則（以下、SFDR*）が、2021年3⽉より順次適⽤開始となりました。

 昨今のESG投資の盛り上がりを⾒て、これに便乗したESGとは無関係の運⽤商品も散⾒されるようになってきていま
す。いわゆる「グリーンウォッシング」と呼ばれる⾏為で、最近問題視されるようになってきました。こうした「グリーン
ウォッシング」への牽制としても、『SFDR』によるファンド分類が役⽴つものと期待されています。

＊SFDRは、Regulation on Sustainability-related Disclosures in the Financial services sectorの略称。

条項 該当ファンド

第6条 投資プロセスにいかなるサステナビリティも
組込んでいないファンド

第8条 環境や社会的な特性を促進するファンド

第9条 サステナブル投資を⽬的とするファンド

欧州発の情報開⽰規則 『SFDR』とは

• 欧州の運⽤会社などはSFDRの定める基準にそって、⾃社のファンドがどれだけサステナビリティに配慮しているの
か、つまり「どれだけグリーンなのか」を公表することが求められるようになりました。

• 『SFDR』では、ファンドのサステナビリティ特性を3段階で評価し、最も評価が⾼いファンドはSFDRの条⽂の番号
にちなみ「9条ファンド」と呼ばれ、次いで「8条ファンド」、「6条ファンド」と続きます。

（出所）ウエリントン、欧州連合のデータを基に委託会社作成

＜SFDRによるファンド分類＞

当ファンドのマザーファンドと
同様な運⽤戦略
『Wellington Global Impact
Fund』は、SFDR 第9条に分類

※写真はイメージです。

※ 上記は過去の実績であり、当ファンドの将来の運⽤成果や今後の市場環境等を⽰唆あるいは保証するものではありません。

当ファンドで注⽬する投資テーマ

※ 投資テーマの名称はウエリントンが独⾃に設定したものです。今後、変更される場合があります。また、投資テーマのうち、複数の投資
テーマ（マルチテーマ）にまたがる事業を⾏う企業へ投資する場合もあります。

※ 資⾦動向、市況動向等によっては、上記のような運⽤ができない場合があります。
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今後の市場⾒通しと運⽤⽅針

【市場⾒通し】
• ロシア・ウクライナ情勢の⻑期化により、サプライチェーン（供給網）の混乱や世界的なインフレ圧⼒

が強まり、マクロ環境の不確実性が⾼まっています。欧州における戦争の⻑期化とエネルギー供給の
逼迫は短期的には企業活動に対してマイナスの影響を及ぼしているものの、中⻑期的には欧州の再
⽣可能エネルギーへの転換を加速させています。

• ⽶国においても、バイデン政権による気候変動対策を中⼼とするインフレ抑制法の成⽴によって再⽣
可能エネルギーや電気⾃動⾞といった脱炭素インフラへの⽀援が加速しており、代替エネルギーを筆
頭に「環境問題」の投資テーマで保有する銘柄にとって収益拡⼤の機会があると評価しています。

• 景気後退のリスクが⾼まり、経営環境の厳しさが増すなか、健全な資本構成を持つ企業が競争にお
いて優位に⽴つと考えます。

【運⽤⽅針】
• 当ファンドでは、インパクト企業の評価にあたって差別化された競争⼒や収益⼒の有無、そして経営

陣の質を重視しており、世界経済をめぐる不透明感が⾼まる局⾯においても耐えうる企業に投資す
ることが可能であると考えています。

• 引き続き、投資テーマ別調査の拡⼤に取り組み、⾰新的な技術を有する企業、安定成⻑が⾒込ま
れる企業および継続可能な競争優位性を有する企業に注⽬し、ビジネス・サイクルおよび投資テーマ
の分散に努めて参ります。

※ 上記は過去の実績、当資料作成時点の⾒通しおよび運⽤⽅針であり、今後の市場環境等を保証するものではありません。また、当ファンド
の将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものでもありません。⾒通しおよび運⽤⽅針は、今後予告なく変更する場合があります。
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当ファンドの運⽤状況（2023年4⽉末現在）

基準価額 13,798円 純資産総額 409億円

基準価額・純資産総額の推移

決算 分配⾦
第9期（21/2） 700円
第10期（21/8） 300円
第11期（22/2） 0円
第12期（22/8） 0円
第13期（23/2） 0円

設定来 4,250円

分配⾦推移

期間 ファンド
１ヵ⽉ 0.7%
３ヵ⽉ -0.5%
６ヵ⽉ -6.5%
１年 -2.4%
３年 62.9%

設定来 100.8%

騰落率

世界インパクト投資ファンド

騰落率

世界インパクト投資ファンド（資産成⻑型）
基準価額 14,907円 純資産総額 436億円

基準価額・純資産総額の推移

決算 分配⾦
第1期（18/8） 0円
第2期（19/8） 0円
第3期（20/8） 0円
第4期（21/8） 0円
第5期（22/8） 0円

設定来 0円

分配⾦推移

期間 ファンド
１ヵ⽉ 0.7%
３ヵ⽉ -0.5%
６ヵ⽉ -6.5%
１年 -2.4%
３年 62.9%

設定来 49.1%

（注1）基準価額、税引前分配⾦再投資基準価額は、1万⼝当たり、信託報酬控除後です。分配⾦は1万⼝当たり（税引前）の⾦額です。
（注2）税引前分配⾦再投資基準価額は、分配⾦（税引前）を分配時に再投資したものと仮定して計算しており、実際の基準価額とは異な

ります。
（注3）騰落率は「世界インパクト投資ファンド」が税引前分配⾦再投資基準価額、「世界インパクト投資ファンド（資産成⻑型）」が基準価額

を基に算出したものであり、実際の投資家利回りとは異なります。
※ 上記は過去の実績であり、将来の運⽤成果および分配を保証するものではありません。分配⾦額は委託会社が分配⽅針に基づき基準価額⽔

準や市況動向等を勘案して決定します。ただし委託会社の判断により分配を⾏わない場合もあります。
※ ファンド購⼊時には、購⼊時⼿数料がかかる場合があります。また、換⾦時にも費⽤・税⾦などがかかる場合があります。くわしくは14ページをご覧

下さい。
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（ご参考）積⽴投資のシミュレーション

世界インパクト投資ファンドに設定⽉末から積⽴投資した場合、
基準価額が⽐較的低い①の局⾯で多くの⼝数を購⼊し、
基準価額が⾼い②の局⾯では⼝数を少なく購⼊することで
購⼊単価を平準化する効果が期待されます。

税引前分配⾦再投資
基準価額（左軸）

購⼊⼝数（右軸）

1

2

毎⽉10万円ずつ投資した場合に購⼊できる⼝数の推移

積⽴元本

積⽴元本
800万円

毎⽉10万円ずつ積⽴投資した場合の評価額

評価額
約1,084万円

設定⽉末から10万円ずつ、約7年弱積⽴投資した場
合、積⽴元本800万円に対して評価額は約1,084万円

評価益
約284万円
（+35.4％）

（注1）データはいずれも2016年8⽉末（設定⽉末）〜2023年4⽉末、⽉次。
（注2）上記は⼀定⾦額（毎⽉10万円）を世界インパクト投資ファンドの税引前分配⾦再投資基準価額（1万⼝当たり、信託報酬控除

後）に毎⽉末に投資すると仮定して計算したシミュレーションです。ただし最終⽉は投資しません。なお、購⼊時⼿数料等は考慮して
いません。税引前分配⾦再投資基準価額は、分配⾦（税引前）を分配時に再投資したものと仮定して計算しており、実際の基準
価額とは異なります。

（出所）Bloombergのデータを基に委託会社作成
※上記は⼀定の前提条件に基づくシミュレーションであり、実際の投資成果ではありません。また、当ファンドの将来の投資成果を⽰唆あるいは

保証するものではありません。
※投資信託は元本が保証された商品ではなく、積⽴・換⾦のタイミングによっては収益が積⽴投資元本を割り込むことがあります。また、積⽴投

資よりも⼀括投資のほうが結果的に有利な場合もあります。
※ファンド購⼊時には、購⼊時⼿数料がかかる場合があります。また、換⾦時にも費⽤・税⾦などがかかる場合があります。くわしくは14ページを

ご覧下さい。
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（ご参考）1年間の最⼤上昇率と最⼤下落率、リスク・リターンの⽐較

マザーファンドのリスクは、⽶国グロース株、⽶国バリュー株と⽐較して低い⽔準と
なっています。
また、マザーファンド50％と、⽶国グロース株もしくは⽶国バリュー株に50％投資し
たと仮定した場合、分散効果が得られ、リスクがより抑えられる結果となりました。

１年間の最⼤上昇率と最⼤下落率の⽐較

リスク・リターンの⽐較

（注1）データはいずれも2016年8⽉末（設定⽉末）〜2023年4⽉末、⽉次。
（注2）マザーファンドは「世界インパクト投資マザーファンド」。マザーファンドに信託報酬はかかりません。（当ファンドは年率1.98%（税抜き

1.80%）の信託報酬がかかります。）
（注3）世界株式はMSCI AC ワールドインデックス（配当込み、円ベース）、同インデックスはマザーファンドおよび当ファンドの参考指数です。⽶

国グロース株はS＆P500種グロース指数（配当込み、円ベース）、⽶国バリュー株はS＆P500種バリュー指数（配当込み、円ベー
ス）両指数はマザーファンドおよび当ファンドの参考指数およびベンチマークではありません。

（注4）マザーファンドの基準価額算出時の外貨建て資産の評価額は、基準価額算出⽇前⽇の株価と基準価額算出⽇の為替レートを使⽤し
ています。世界株式、⽶国グロース株、⽶国バリュー株は同様の計算⽅法により、基準価額算出⽇前⽇の指数値と基準価額算出⽇の
為替レートから円換算値を算出し指数化しています。

（注5）最⼤上昇率、最⼤下落率、平均は2017年8⽉末〜2023年4⽉末の各⽉末時点からの過去1年間の騰落率の最⼤値、最⼩値、平均値。
（注6）リターンはそれぞれの期間の騰落率を年率換算して算出。リスクは⽉次騰落率の標準偏差を年率換算して算出しています。騰落率は実

際の投資家利回りとは異なります。
（注7）マザーファンド50％と、⽶国グロース株もしくは⽶国バリュー株に50％投資した場合のデータは各⽉初に各々50％の配分⽐率となるよう

に調整を⾏い計算しています。
（出所）Bloombergのデータを基に委託会社作成
※ 上記は過去の実績,および過去の実績を基に当社が⾏ったシミュレーションの結果であり、実際の投資成果ではありません。⼀定の前提条件に

基づくものであり、経費等は考慮されていません。また、将来の運⽤成果等を⽰唆あるいは保証するものでもありません。
※ ファンド購⼊時には、購⼊時⼿数料がかかる場合があります。また、換⾦時にも費⽤・税⾦などがかかる場合があります。くわしくは14ページをご

覧下さい。
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